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第53回 FIP(国際薬学連合) '93東京
薬史学シンポジウム開催のお知らせ

とき

ところ

1993 (平成 5 )年 9 月 9 日(木) 14:00 

京王プラザホテル(東京都新宿区)

従来， F 1 P 開催期間中にその特別シンポジウ

ムとして国際薬史部会が開催されてきたが.今回

F 1 P '93 東京を機会にスウェーデン薬史学会M.

ヘノレデ リゥス会長の司会で 9 月 9 日，京王プラザ

ホテルで開催される乙とになった。

F 1 P '90 イスタンフーノレ '91 ワシントン

'92 リヨンでの薬史学シンポジウムに日本から

の参加者がなかったので，今回の東京での開催に

当たって.M へノレデリゥス会長から . 同シンポジ

ウムへの日本の参加を日本薬剤師会高木敬次郎会

長を通じて強〈要請された。

以上のような経過を経て， 日本薬史学会から柴

田承二会長および岩井鉱治郎評議員(内藤記念く

すり博物館長)がシンポジウムに参加する ζ とに

なった。

特別シンポジウム(薬史学会)

1 日本の医薬品史(ビデオ併映)

内藤記念くすり博物館長 岩井鉱治郎

2 正倉院御物(薬物)の化学分析

日本薬史学会々長柴田承二

3. 郵便切手を通じて見た日本医薬史

アメ リカ薬剤師会 G クリフェンハーゲン

4 歴史的経験を通してのヨーロッパの薬学の今

後の展望と革新 バルセロ ナ大学薬学部

教授 A.M カルモナーコーネット

5. 350年前の軍艦VASA号に見る治療技術

スェーデン ・ VASA博物館長 K . ヴ‘ィラ-

6 ホワイト・ベア薬局300年史

スェーデン薬史学会長 M. ヘルデリゥス

7. 史料としての処方薬袋(ポスタ ー展示)

デンマーク薬剤師会 H.O ロルドラ y プ

(原文英文 シンポジウム参加についての詳細は

事務局にお問合せ下さい。)

日本薬史学会集談会

第 2 同ヨーロ ッパ医薬史蹟を訪ねる旅報告会ご案内

とき 1993 (平成 5) 年 12 月 4 日(土) 1 :00 より

ところ 東京理科大学記念講堂 1 号館(新宿区神楽坂 1 -3 ) 

でんわ 03-3260-4271 (但し当日は不通)

* ] R ・地下鉄 飯田橋駅下車



第 2 回 ヨーロッパ医薬史蹟を訪ねる旅報告記

「第31回国際薬史学会議が 5 月 3 日 ~7 日ハイ

デルベルグに於て開催された。 わが薬史学会から

は山田幹事が演題を出すとともに出席参加を希望

する会員もあったので，第 2 回の旅はとの時期に

ドイツの医薬史蹟を訪ねた。 参加会員の分担執筆

した印象記を掲載する 。

日程

5 月 5 日休)成田発 フランクフノレト着

5 月 6 日射ダルム シュタッ トの E. メルク社博

物館，工科大学のケキュレ記念室を

見学

5 月 7 日幽ハイテソレベノレクcの国際薬史学会議と

薬事博物館見学

5 月 8 日吐)ギーセンのリービッヒ博物館見学と

ライン)11下り

5 月 9 日(日) ヴュルツブルクからローテンフルク

へ移動

5 月 10 日(月) ローテンブルクよりインゴノレシュタッ

ッ卜のドイツ医学博物館を見学して

ミュンへンのドイツ博物館を見学

5 月 11 日(刈自由行動

5 月 12 日 t7l<J ミュンへン発フランクフ ノレ卜経由帰

国の途に

5 月 13日附成田着解散

国際薬史学会議出席の 3 名は開会式l乙聞に合う

よう 5 月 3 日に先発した。

第31 回国際薬史会議に参加して
山田光男

5 月 3 日から 7 日までハイデノレベーノレグ市で開催

された XXXI lnternational Gessllschaft fur 

Geschichte der Pharmazie に参加し最終日

に I S tart and Trans i t ion of J apanese Phaｭ

rmacopoe ia in 1886~ 1991Jの演題名で口演し

た。 同会議の公用語は，国際会議らしく英語， ド

イツ語， フランス語， イタリア語，スペイン語の

5 ヶ国語が掲げられていたので，英文で演題，講
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演要旨を申込み，当日は英文スライドを用いて発

表し.質問が l つあった。

開会式 (5 月 4 日)夜.ハイテ、ルベソレク'城内の

Deutsche -Apotheken -Museum で開催された懇

親会で， D. A. W. Koning 博士から 「 日本の清水

藤太郎を知っているが，貴方はそれ以来初めての

日本からの参加者である」と言われた。 同懇親会

で\多数の参加者が賑やかに交歓しあっているの

を目の当りにして， ヨーロ y パ各国薬史学会の伝

統と層の厚さを強〈認識させられ，日本からも将

来積極的に当会議に参加する必要があると恩われ

Tこ 。

次回の同国際会議は， 1995年 9 月 25 日から 29

日までフ ラ ンス・ パ リー市で開催の予定で，公告

によれば主トピックは， Pharmacy in Hospital 

および組織の歴史.公定書と薬局方，病院内Drugs

(麻薬? )となっている 。 当会員から多数の参加

が望まれる次第である 。

ハイデルベルクと国際学会

高橋 文

古城と戯曲でなじみ深L 、ハイデノレベノレク市で。

国際薬史学会が開催された。 5 月 4 日の開会式に

は 250名ほどの出席者があった。 配布資料によれ

ば，今学会の愛録者数は 278名とあり，参加者は

ヨーロッノfを中心にアメリカ，アフリカ，中近東.

アジア等からである 。

今回のテーマは，製薬企業.薬局，薬局方 ・ 医

薬品集等，薬史関連写本と絵，薬局と芸術他l乙大

別されており，大会場でのシンポジウムや口頭発

表と並んでポスターセッション，小会場での討論

を中心とした発表があり.発表傍l乙活発な発言が

続いた。 7 日は山田光男先生が日本薬局方第一版

成立の過程を中心にスライドを使って発表され，

参加者の関心を惹いた。発表後に先生を囲んだ参

加者の一人は，配布の講演要旨を手にして帰国し

たら薬史関連の皆さんに配ります，と英語で告げ



fこ 。

開催地がド イツの故かドイツ語の発表が多 く私

にはお手上げであった。薬事博物館での Recep­

t lOn は.すし詰めの会場に各国語が入り交い.

ス ウ ェ ーデンの友人は私のために独・仏語を英訳

して各国の同学者の紹介に努めてくれたが.せめ

てもう一ヶ国語の研鎖の要を痛感した学会でもあ

っ fこ。

Deutsches Apotheken -Museum拝見

寺津孝明

r AI te ApothekenJ という書籍に. ドイ ツの

薬学史と関係が深し、 1 80箇所の博物館が紹介され

ている 。 なかでも， ハイテソレベソレクJ古城の Deut­

sches Apotheken-Museum が， もっとも内容が

充実した施設のようだ。事実.欧米の薬学史の文

献や写真集i乙.本館が所蔵する資料がよく紹介さ

れている 。

展示品では.華麗なシュワルツァハの修道院薬

局の薬品棚や天秤. イッカク，テリアカ，人の頭

蓋骨. Dreckapo theke の由来を示す珍品なと近代

に至るまで繁用された薬物，それに薬剤師のステ

ータス ・ シンボルであったマ ジョ リカ焼をはじめ

とする薬壷が， 各時代の薬学的特徴を現わしてい

た。 薬局の象徴であったゴシ y ク式やバロック式

の乳棒や乳鉢も整然と陳列され.当時の薬局がい

かに繁栄していたかを物語っ ている 。

期待通り軟膏豪をもっ薬局の守護聖人マグダ

ラのマ リアと対面する ζ とができた。 うす暗い室

内に控え目 I乙立つマリア像 ( 1450 年頃の彩色木

像)は.写真で見た印象よりも小さ く，おもわず

薬師如来の小像を見ているような錯覚に陥った。

軟膏壷をもっ聖女と薬壷を手にする薬師如来. 薬

物.そして信仰。 乙の三者の図式は，比較民族学

的にも興味深いテーマのようである。入口の聖コ

スマス ・ 聖ダミアン兄弟 (1 750 年頃の木像)に

ドイツを代表する薬事博物館の再訪を約束して退

館した。

E. Merck 社の博物館訪問配

大橋清信

フランクフルトから南へオートパーンを車で 1

時間足らず，ヘッセン伯州領の古都夕、ルムシュタ

ッ卜の E. メルク社に着く 。 門内直ぐの四層の建

物が.博物館である。先ず古文書係の、ンュッツ博

士から. 18世紀末刊行のファルマコペイア・ウ ィ

ルテンベルギカをはじめ所蔵の古文書のお話を聞

き，前夜食事を共にしたゲッツ博士のご配慮で，

パス l乙乗って工場構内を参観。工場敷地は広さ 1

km 四方l乙及び，従業員は 8 千人余。 因みにタ‘ Jレ

ム シュ タッ卜 の人口は約1 3万である 。 博物館 l 階

には. 1654 年のエンゲル薬局の創立以来. 1827 

年の E メルク即ちエマヌエル ・メ ルク(l 7 94~

1855 )によるアルカ ロイドの生産開始，また 1888

年の試薬事業の開始など. 二度の大戦の試練を超

えての今日までの会社の歩みを50枚近 くのパネ Jレ

で展示し，改めて 1925 年以後は， アメリカのメ

Jレク 社とは全 く 別会社である乙 とを知った。昼食

後. rModern aus Tradi t ion J と題した本を頂

き . 3 世紀半の伝統の重みを感じながら.一層の

繁栄を祈念して辞去した乙とであった。

Keku I é 記念室

末康雅也

古 くよ りへッセン方{自国の主都として発展して

来たダノレムシュタ y トはリーピッ ヒ，ケキュレ，

フォ Jレノ、 Jレ 卜， アンシュッツ， シュ トレ ッカーと

19世紀に活躍した化学者が生まれたととで興味深

い。 1 836 年創立という工科大学 (Technische 

Hochschule ) は緑の木立ちに固まれたキャンパス

の中にゆったりと建った近代的なピノレに化学教室

があった。

玄関を入ると先ず自につくのは床のタ イルがベ

ンゼン環にちなんだ六角形の模様であり.階段教

室の大講堂も Kekule Audi torium と名づけられ

た六角形である 。 講堂と廊下をへだてた一室が，

Kekule Sammlung すなわち記念室である 。 乙乙

は一般には公開されていないのでギーセンのリー

q
u
 



ビッヒ博物館のようにガイドブックのようなもの

はなく.管理者の Pr i ebe 夫人より丁寧な説明を

受けながら見学した。

記念室にはケキュレの後任としてボン大学の教

授を勤めたアンシュッツが退職後. 故郷に戻って

ケキュレの伝記 2 巻を執筆するとともに遺品を蒐

集したものが収蔵，陳列されている。壁には晩年

の肖像画(両親のと合わせて)が掲げてあり.机

上には彼自筆のノー ト， ベンゼン核の模式図の写

真(オ リジナ Jレ) .功績により授けられた爵位記

とシールと . 最も興味を惹いたのは60才の誕生祝賀

に集った化学者のサイン(薬史学雑誌Vo l. 29 Nu 

l のグラビア頁参照)とアルバムであった。

夢にあらわれたベンゼンの環状構造を思いつか

せたという"蛇"の文鎮と. 30才台の探求心旺盛

なケキュレを画き出したカリカチュアも印象深い

ものであった。

リーピッヒ博物館を訪ねて

山川浩司

ギーゼンのリービッヒ博物館を訪ねる乙とは.

有機化学を専攻する私にとって永年の夢であった。

5 月 8 日朝フランクフルトのホテルを出発，北へ

一路ギーゼン市を目指してアウ ト パーンを飛ばし

約 1 時間で静かなギーセ、ン市内に入る 。 リーピッ

ヒ通りに永年絵から脳裏に焼き付いているリービ

ッヒの化学実験室の建物が自に入った。 思わず足

早になっていた。

リービッヒが 1824年 21 才でギーゼン大学に教

授として赴任し近代化学実験室を建設して多く

の有機化学者を育成した。 建物は第二次世界大戦

で焼失 1952 年に再建されたものである。

博物館は全部で12室よりなる 。 建物の天井は思

っていたより高く，古い日本の化学実験室より防

火の配慮がされている 。 入口の隣のリービッヒの

個人研究室は，現在博物館の事務室ななっている。

一番奥の講堂でリービッヒの VTR を見た。 元素

分析室には 5 連球の装置，天秤室.10名程が実験

している絵で知られている化学実験室. リービッ

ヒ冷却器は上の水溜めから流すように工夫されて
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いる 。 入り口の横l乙ホフマンのレリーフがあり，

一番弟子であった乙とを偲ばせる 。 リービッヒ博

物館での 1 時間余りは，私にとっては夢の時間で

あった。

夢の国， ローテンプルク

川淵美奈子

飛行機の窓から広がる赤い屋根。 私が異国の地

で初めて自にした景色である。 それから 6 年経っ

た今年 5 月. ドイツは変わる乙となく，赤い屋線

の立ち並ぶ田園風景が私を迎えてくれた。 ドイツ

が大好きな私にとって，今回のツアーは念願のハ

イデノレベル夕、薬学博物館見学も含め，願ってもみ

ない行程であった。

ローテ ンフ〉レクといえば，いわずと知れたドイ

ツ観光旅行の目玉. ロマンチック街道の主要都市

である 。 市墜に一歩足を踏み入れると，そ乙は中

世のおとぎの因。 そ乙だけ時間の流れが止まって

しまったような.本当に可愛らしい町である 。 さ

て，乙のローテンブルクを訪れたのは. 5 月 9 日

の日曜日.母の日であった。町はずれの箪むらで

数人の男の子が寝そべっているのに出くわした。

何をしているのかと思えば. 一番年上の少年は，

クローパーで首飾りを編んでいるのである 。 喧嘩

をすれば強そうな，図体の大きい少年が，である。

他の子たちがお菓子を取り合う中，彼は無言で作

っていた。お母さんへのプレゼン卜であろうか・・

1 夢の国の，心暖まる一時であった。

最後になりましたが，今回のツアーでいろいろ

と教示頂いた諸先生方に，乙の場を借りて御礼申

し上げます。

ドイツの薬局 (Apotheke)の印象

宮本法子

「ロマンチック街道」から少し離れたと乙ろの

インコ‘ルシュタットの町。 街路樹の向乙う側l乙 ，

くっきりと，あざやかに赤色のドイツ文字Aが見

える 。 ζ の Aの中には，聖杯と蛇が白色で描かれ

ている 。 おなじみのドイツの薬局サインであるが.

とんなシンプノレなサインが町中にあって実に目立



つ。 ζれはドイツ薬剤師連合が. 薬剤師の連帯の

証しとして決めた統一サインであり. 1929 年に

ある雑誌が公募したのが始まりで\その後，十数

回も変えられたという 。

乙の町の広場には 3 軒の薬局があった。ドイツ

の薬局は平均 1 -2 万種類の医薬品をもっといわ

れるが，美観を大切にするドイツ人らしく.医薬

品は整然と陳列され， 雑貨はもちろんの乙と広告

も見られず，薬局全体の色調も落ち着いたもので

あった。 また.客の出入りが激しいにもかかわら

ず，どの薬局も薬剤師が親切に応対してくれ.居

心地がよ く.立ち去りがたい気持ちがするのだっ

た。 Post Apoteke の正面玄関には. r夜間休日

表示板J があった。 乙れは薬剤師会が自主的に，

休日や夜間に薬局を聞いている当番カレンダーで

ある 。

今回.私が足早i乙訪れた薬局は 7 軒であったが，

どの薬局でも感じた「居心地のよさ」は. 一体ど

乙からくるのか，今も時々考える 。

中世の町， 口ーテンブルグで

小倉 豊

カスタニエン(マロニエ)の花が咲きほζ る 5

月のドイツは，万物l乙生気がよみがえり一年で一

番美しい季節だという 。

昨年の イギリス， フランスの見学では， ヨーロ

y パの病院の歴史が教会や修道院にはじまり，そ

乙での医療行為が宗教活動そのものであった乙と

を知る乙とができた。 今回， ドイツでは，さらに

中世都市における、ンュピタールという病院の原型

をみる乙とができ，また，初期の薬局モデルのい

くつかを薬学博物館で自にする乙とが出来た。

ドイツでは，中世l乙独立国のような経済力をも

った自由都市が栄え，今なお，見事な城壁をもっ

た城郭都市があちとちに残っている 。 乙の中世の

城郭都市にはシュピタールと呼ばれる病院があっ

て，市民のための病院， 仮宿泊所，老人ホームで

あり.行き倒れの旅人のための救護施設でもあっ

た。 今回訪れたローテンフ...)レターのシュピター Jレも

] 3世紀の建物で非常に規模も大きく，昔のままに

保存されているので興味深いものがあった。 広い

敷地の中に11棟の建物があり. ]3世紀末にできた

コーシック式の聖霊教会，ベストなどの伝染病患者

を収容した隔離病棟. 16世紀にできた調理場など

がある。全部は見れなかったが.現在はユースホ

ステルなど公共の施設に活用されているものもあ

るようである 。

シュピターノレの運営は町の有力者による寄附や

献金を財源l乙教会の手で行なわれていた。 中世に

おける病院とは生活の困窮者が心安らかに天国l乙

行くための施設であり，治療よりも世話をする ζ

とに重点がおかれ，キリス ト の教えを実践するた

めの慈善施設であったと考えるほうがよいようで

ある 。 ハイデノレベルグの薬物博物館でみた修道院

薬局のモデル.薬壷をもったマリア像や薬草をも

ったキリストの油絵をおもい出しながら，乙の中

世のシュピタールにおける薬というのは，何がど

んな風l乙使われていたのか，どの程度の役割を果

していたのか興味のあると乙ろである 。

ピュルツブルゲの印象

斎藤明美

ロマンチック街道の起点として知られるヒーュル

ツフ〉レグを訪れたのは. 5 月 9 白であった。 日曜

日の朝.人通りもまばらな乙の街には，静けさと

まばゆいばかりの新緑が自に映った。

最初に訪問したレントゲンの家は残念ながら休

館日であったが. 15年間居住した重厚なたたずま

いをみせて く れる建造物であった。 また，乙の地

で X線を発見した乙ともよく知られる 。

日本でもおなじみの医師シーボルトの生誕の地

であり.うっそうと繁る緑の中l乙仲立する彼の胸

像はエンジェノレたちに守られ威厳ある表情でど乙

か一点を見つめ，私達に何かを語りかけようとし

ているのであろうか一 -

市の中心部にあるレジデンツはノイロック風の荘

厳な宮殿で「皇帝の閉」など内部は華麗そのもの

で，壁画の立体的な表現には目をみはるばかりで

あった。

マイン川沿いの古都であり，中世のフランケン
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文化の中心地ヒザュルツフツレク1立自然の美しさと薬

化学が調和した風情を感じさせる街だった。

ドイツ医学史博物館

内藤記念くすり博物館 岩井鉱治郎

インゴ)レスタットのドイツ医学史博物館へ立ち

寄る事になったのは.山田団長にメルクのゲッツ

部長が， ローテンフソレターからミュンへンへ行く途

中に，今回のツアーに相応しい素晴らしい博物館

があるとアドバイスされたからである 。 ただし

そのミュンヘンへの移動日が月曜日で. 1等物館は

休館だろうから植物園だけでもみられるかもしれ

ないとの淡い期待をもって立ち寄った。

通用門から入られた山田先生が， 急いで出て来

られて. r 日本からわざわざ来たのなら. 1 時間

ぐらいなら聞けてあげま‘ しようといわれたので，

早く入って見て く ださい』といわれた。 到着した

ときにたまたま博物館長がおられ.その好意によ

って，私どもは博物館も植物園も入ってみる ζ と

ができた。

中央解剖実習棟として使われていた二階建の建

物が，博物館として利用されている。二階中央の

解剖実演ホールで=あっ た所には，人体の全身模型

や部分模型が置かれ.その天井にはフレスコ画が

描かれて美しく修復されている 。 墜には，解剖に

かんする歴史的な事が書かれていたように思う 。

一階や二階の他の場所には， ヨーロッパで使われ

た古い薬箱，手術道具，顕微鏡，聴診器などは勿

論，中国の携帯用薬瓶診断用人形や纏足などが

びっしりと数多く展示されていた。

植物園は，アノレカロイド含有植物をまとめて植

栽するなど植物成分を中心とした展示がしてあっ

た。背の高い説明書は，背の高い人が見るとき読

みやすい。奥の一角には， 自の不自由な人のため

に，点字花壇が作られていた。 花壇全体が，膝の

高さに作られ，植物に容易に触る事ができ，花壇

の縁l乙点字で植物名が付けてある 。 全体としては

小さく，種類も少な く，育成もよくないけれども

工夫のある面白い植物園であった。

帰ってから，末広先生の示唆をうけ.英文の「日

-6-

本のくすりの歴史」と内藤記念くすり博物館のパ

ンフレットを送ったと乙ろ.できれば訪れたいと

いって乙られた。 私としては， 交流の鮮がむすば

れた事に感謝している 。

Munchen の Deutsches Museum 

を訪れて

井上維子

今までにMunchen を 2 回訪れているが， "Deuｭ

tsches Museum はイザールJ I \の中洲にある世界

最大の科学博物館で，総展示面積 5 . 3万ni， 30の

専門分野l乙分れ，科学技術の発展を示す1. 6 万点

もの機械 ・ 工業製品が展示されており，見学コー

スの全長は17kmに も及ぶ"と聞いて，いつも見学

を跨踏した。

今回の旅程では， 5 月 11 日がMunchen で終日

自由行動となっていたので. 一日ゆっ く りと De­

utschen Museum を見学する乙とができた。

新技術誕生に貢献した偉大な科学者の業績を材称、

える大理石の広間.刊'Der Eh耐1汀rens鈎aa剖l

自ら操作できる物理 .化学実験のデモンストレー

ション，通常建物の中に展示されるとは考えられ

ない巨大な飛行機，蒸気機関車などの実物，さら

に炭坑までも復元されていて驚きの連続であった。

また歴史的薬局として，芸術作品のように華麗な

Regensburg の S t. Ernrneram Kloster Apoth-

eke 0800年頃)が復元されており，そ乙にはド

イツ各地の薬局から集められた超一級の備品・調

度類が備え付けられ，当時のドイツにおける薬局

の社会的地位の高さを伺い知る乙とができた。

科学技術の発展が人類にいかに豊かな生活をも

たらしたかを実感すると共に， ドイツ人魂l乙裏打

ちされた徹底した計画 ・ 収集，完壁な展示に圧倒

された一日であった。

かつて留学していたミュンヘンを

訪れての印象

飯沼宗手口

今から 8 年前， ミュンへン大学 Insti tut f� 

Pharmazeut ische Bio l ogie で 1 年間半程研究す



る機会があった。 此度. 日本薬史学会が XXXI

Congressus Interna t iona 1 is H istor iae Phｭ

armaciae (Heide rherg) への参加. 発表とドイ

ツ医薬史蹟を訪ねる旅を企画している乙とを知り.

同学会の雰囲気を味わい，また東西融合後のドイ

ツ変革を垣間見たい気持で参加 した。 旅行したJレ

ートがドイツ南部のためか.表面に浮上した変化

は殆ど気づかず. 8 年前さながらの印象であった。

ただ，重厚なドイツ 7)レク紙幣が.銀メラ付きで

明るい色彩に変った ζ と ミュンへン空港が幾多

の問題を苧みながらも移転を完了した ζ と. Volｭ

ksschu l e が変化しつつある乙と(娘が当時通学

した小学校を訪れた折.近所の方が私l乙話しかけ.

同校の学童の質の低下を嘆いていた) . バイエ Jレ

ン州独特の突僅貧さの変質が伺われた乙と (Le­

hnbachhaus (近代美術館〕で鑑賞中.奇しくもテ

レビ向け「ドッキリカメラ J (caut ion camera) 

の犠牲者になってしまった) .医薬品創出が困難

になった ζ と(医薬品開発での厳しい臨床試験，

承認の難しさを私の昔のボスは零していた)等々

日本薬史学会総会等報告

1993 (平成 5 )年 4 月 1 7 日(土) 12時30分より

評議員会開催(東大医学部図書館地下食堂. 25名

出席) .乙の一年間の活動および次年度計画の大

綱につき話し合われた。

13時30分より薬学部 3 階記念講堂において総会.

14時より.総会講演として，東京大学先端科学技

術研究センター長の村上陽一郎教授より 『 科学史

研究のあり方について』と題するお話しがあった。

講演終了後.再び医学部図書館地下食堂に移っ

て. 有志、による懇親会が聞かれた。

総会で討議された事項は別項の通りであるか.

会則の一部改訂と役員人事について下記の如 く議

決された。

〔会 則 改訂〕

①会の英語名称の変更

]apanese Society of History of Pharmacy 

ー 7 -

が短い滞在期間中に見出された 8年前とは質を異

にした点と言える 。

街角の到る所に見受けられる， レフォルムハウ

スやマルク卜には "Tee Drogen" の陳列コー

ナーが華やかで.量的にも豊富であり， ドイツ人

の自然指向. オノレタナティブ運動の躍動が感じら

れる 。 日本で生薬学に籍をおき ， 多少なりとも漢

方l乙興味を持つ者として. ドイツ伝統医学ホメオ

パシー療法を扱う薬局の多さには陸自する。そ し

て.ホメオパ、ンーの Potenzierung (稀釈)の一例

をとっても.漢方処方の煎じ後の濃度と共通する

と乙ろがあり，現代の発達 したと言われる科学の

粋を以っても解明できない部分が世の東西に存す

るととを痛感した。更には.今日の化学の隆盛が

今回訪れた医薬史蹟にみる先人達の知恵と努力で

構築されたものであるとと. 日々の研究で見い出

される新知見も明日は既成事実となって多くは流

れ去ってい く乙とを実感足らしめる十分な旅であ

ったと恩、っている。

]apanese Society for History of Pharmacy 

①会費未納会員の取扱

一定期間後に警告の後，退会扱いとする 。

〔役員人事(中間) )

〈 幹事〉長沢元夫 →山川浩司

大槻真一郎→ (欠員)

〈 民事 〉 田辺 普 水野陸郎

日本薬史学会
平成 4 (1 992 ) 年度活動概要

。平成 4 (1 992) 年 4 月 188，総会(東京大学薬

学部記念講堂〉

総会講演;石田純郎氏(公立新見女子短大教授

・ 前ライデン大学客員教授)

「 ヨ ー ロ ッパ医薬史蹟散歩一日本とゆか り の

ある史蹟を中心l乙」

。機関誌紙の発行

薬史学雑誌 ・ 第27巻; No.l ( 6 月 30 日 ) . No. 

2 (1 2月 30日)

薬史学会通信; No.15 ( 6 月 ) . No.16 cl1月 )，



No.17 (平成 5 年 2 月)

。 「ヨ ー ロッ パ医薬史蹟を訪ねる旅(第 l 回) J 

1 992年 5 月 23 日 ~31 日.参加者16名

。講演(集談)会

平成 4 年11月 28日.昭和大学医学部(東京都

品川区)

フォ ー ラム;ロンドン ・ パ リ の医薬史蹟を訪

ねる旅報告会

司会;山川浩司氏(東京理大・薬学部)

平成 5 年 1 月 19 日 . 大阪薬業クラフ(大阪市

中央区)

芝 哲夫氏(大阪大学名誉教授 舎密局

について

渡辺 武氏(大阪城天主閣主任道修町

古文書の調査について

。日本薬学会史年表作成への支援

日本薬学会が 1 980 (昭和55)年に発行した，

"日本薬学会百年史年表 "の継続編集事業に

支援参加して， 1 980~ 1 985年の分を 「 フ ァ

jレマシアJ 第29巻，第 l 号 ( 1 993) IC掲載。

平成 4 ( 1992 )年度 決算 (単位円)

〔収入の部〕 '92年度予算 '92年度決算 増減ム

別年度繰越 3, 101 , 333 3, 101 , 333 
賛助 会費 L 020 , 000 810 , 000 210， 000 ム
一 般 会費 1, 200, 000 1, 982 , 000 782 , 000 
学生会費 10 , 000 1, 000 9.000 ム
外国 会費 20, 000 。 20.000 ム
投 稿 料 500 , 000 33.835 466 ， 1 65 ム
広 fr. 料 80, 000 。 80.000 ムEコ

雑誌販 売 10, 000 6.000 4 ， 000 ム
雑 費 10 , 000 10, 296 296 
手IJ 子 5, 000 12, 333 7.333 
寄 付 。 。 。

~コh、 言十 5.956.333 5, 956, 797 464 

〔支出の部〕 '92年度予算 '92年度決算 増減ム

機関誌紙発行費 2, 320 , 000 2, 0 13,776 306.224 ム

編 集 費 120.000 。 120, 000 ふ
印 席IJ 費 2, 050 , 000 1, 92 1, 386 1 28.614 ム
発 送 費 150 , 000 92 , 390 57.6 1 0 ム

事業 費 950 , 000 282, 477 667.523 ム

総会運営費 50, 000 26.230 23.770 ム
講演会開催費 100 , 000 80 , 215 19 ， 785 企
文庫運営費 50 , 000 。 50 ， 000 ム

西部支部費 50 , 000 50 , 000 。

予 備 費 200, 000 8.328 19 1, 672 6 
記念行事企画・運営費 150, 000 111, 704 38 ， 296 ム
日本医薬品産業発展史編集費 150, 000 6.000 144 ， 000 ム

印刷補助費 200, 000 。 200， 000 ム

管理 ・ 運営費 490 , 000 336, 376 153.624 ム

事務委託費 120 , 000 147.185 27 , 185 
名簿管理費 50 , 000 。 50 ， 000 ふ

幹事会運営費 100 , 000 90, 000 10 ， 000 ム

通 費 100.000 35, 845 64 ， 155 ふ

事務用品費 50.000 31 , 763 18 ， 237 ム

入送金手数料 20.000 23.301 3.301 
雑 費 50, 000 8.282 4 1.7 18 ム

~ 言十 3, 760, 000 2, 632, 629 1. 127 , 37 1 

次年度繰越額 2, 196, 333 3, 324, 168 1. 127 , 835 
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